通じる英語のカギ－基礎編　③　【冠詞を理解する為の資料】

――英語資料――

英語の冠詞(a, an, the)　について：

英語のA / THE に関する講義です。A / THE　は、冠詞と呼ばれているものです。
日本語には無い考え方ですので、この冠詞は、日本人には難しいものですね。
日本語の発想にはない言葉ですから、a や　the　は、実際には、難しいですね。
私でも間違える場合があります。私も冠詞については、１００％完璧に把握しておりません。
ただ、現在、私が把握している部分（少なくとも冠詞の全貌の8割）をご紹介します。

さて、皆様、 “That is a sun.” は、正しい文ですでしょうか？どうでしょうか？

「あれは太陽です」、と言う意味でなくて「あれは恒星です」、と言う意味です。
何故こうなるのかは、後ほどの講義でご紹介します。

Ⅰ．英語での＜モノの数＞の感覚：

· ＜冠詞＞の考え方の基本となるのは、＜モノの数＞の考え方です。

モノの数と言う点から、以下に、日本語と英語の相違点をお話しします。

①　日本語・英語の差異

皆様が英語を話す際、又は、私の様な通訳・翻訳者を使って、外国人と話しをされる時に、
特にご注意願いたいのはモノの数をハッキリさせる、と言う事です。
例えば、『明日、サンプルをお送りします』と言う場合ですが、サンプルは、１個なのか、或いは、２個なのか、日本語では、あまり、はっきりとは言わない場合がありますが、
英語ではハッキリと数を言います。英語の文の組み立ては、極めて論理的に出来ており、
細かい部分までも相手に分かり易い様に出来ている構造です。または、そういう考え方で
外国人は話していきます。


一方日本語文化は、違います。（ただし、＜日本語が論理的な構造になっていない＞、と言う事で
なく話し手の意識の問題です。論理的な日本語を話そうとすれば話せます）

松尾芭蕉翁の俳句『古池や、かわず、飛び込む水の音』を外国人が訳しますと、 
この事が判ります。この俳句は、今まで何人もの外国人が訳していますが、この俳句には、
明確に、この俳句には蛙の数を明記していませんので、a frog（かわず１匹）と訳した人も
居ますし、some frogs(数匹)とした人も居ますし、frogs（たくさん）とした人も居ます。

frogs がいっせいに、an old pondに飛び込んだら、『ぼちゃん』と音がして静寂が破れますね。

日本語文化の感覚では、この、『かわず』は、１匹であり、故に、静寂さを醸し出しております。
１匹と書かなくても、情緒、情景（＝以心伝心）から、１匹とわかります。

言わなくてもわかるものは、敢えて言わずに、言外に含むのが日本語の独特の特長です。ですので、モノの数は、あまり、明確にさせない場合が多々あります。対して、英語では、とにかく相手に
分かり易い様にモノを一々述べますので、数をハッキリさせます。

例えば、ペットの話しになり『家は、猫を飼ってます』と言う場合、日本語は、この言い方で
良いですがこれを英語にするときは、猫が１匹か、複数かをハッキリさせます。１匹なら
I have a cat.ですし、２匹なら　I have two cats.ですし、犬１匹と猫２匹でしたら、
I have a dog and two cats.となります

冠詞の出発点として、（英語では、モノの数をハッキリさせる）事がその背景にあります。
これをご理解下さい。

また、皆様が、英語を話すとき、書くとき、更には、通訳翻訳者を通して、外国と交流する際は、
モノの数をハッキリさせて言いましょう。私は、通訳翻訳業務で、お客さんが、モノの数を
明確に言わないので、困る場合が多々あり、こうした事を申し上げております。

例えば、「明日、サンプルをお送りしますので」という場合、そのサンプルが何個なのか？

判りませんので訳し難い場合が多々あります。ですので、物の数を明示させる必要があります。

特にビジネスでは、モノの数を明確にする事は極めて重要な事ですので。
Ⅱ　冠詞　---- a , an ----

英語では、モノの数をハッキリさせます。『猫を飼っている』と言う場合、
猫が１匹か２匹かなどをはっきりさせて、１匹なら、I have a cat.となります。
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英語の a は、oneと言う事です。『１つの』と言う事です。
ですから、a catは、猫一匹、an apple　は、リンゴ一個となります。
（appleの様に母音（a.i.u.e.o）から始まる名詞　では、a でなく、 an　となります。
orange→an orange.）

（１つの）という風に言えると言う事は、
→　＜（その名詞（モノ）は、数えられる）＞と言う事です。
→　＜数えられると言う事は、同じ（様な）モノが他にも多くある＞と言う事です。

This is a table.は、＜これは一台のテーブルです＞との意味ですね。この場合は、テーブルは、
１台と言う事ですが、詳しく言えば【同様のテーブルが色々と沢山ある内の１つ】と言う事です。

I am a wife of Mr. Tanaka.と言う文は、
【田中の妻】と言う意味よりは、【田中の愛人】となります。

なぜなら、a wifeというのは、奥さん１人と言う事ですが、同時に、色々と他にいる中の１人と
なりますので、奥さん（正妻）でなくて、愛人となります。これは、結構重要な事ですので、
注意しましょう。

＜＜冠詞aのまとめです＞＞
a ＝　①１つの、と言う意味。（one）と同じ。
　　  ②１つの、と言う事は、その名詞（モノ）は数えられる。
　　　③数えられる、と言う事は、同じ（様な）モノが他にもある、と言う事です

以上が、aの意味ですね。aの意味をもっとハッキリさせる為に、比較をしましょう。
次の２文の違いは判りますか？
①This is an apple.
②This is apple.　（→決して間違った文でありません）
①は、【これは一個のリンゴです】と言う意味合いです。
モノ（この場合は、リンゴですが）に a が付いていると、それは（物体）つまり、
詳しく言えば、周りから隔離・独立した形を持っている物体と言う意味です。
an appleと言えば、商品、農作物としてのリンゴ、と言う意味です。
ですから、an apple　という言葉を聞いたり、見たりすると、
（果物のリンゴ（１個））、と言う映像が脳裏に浮かびます。
a　は、（次のモノが、物体、個体としての形を持っているモノ、製品）という
サインと考えても良いでしょう。

では、②の方は、如何でしょうか？
②には、a がありません。学校では、②の文は間違いとされますが、
実際は間違いでありません。従いまして、②は、【これはリンゴ味ですね】となります。

つまり、外国人が　apple　と聞けば、リンゴの内容（抽象的なイメージ：味、風味、歯ごたえ、体によいなどなど）を意味として思い浮かべます。しかし、an apple　と聞けば、モノ・物体です、というサイン（＝つまり、a）がappleに付いていますので、果物としての、一個のリンゴという
意味を思い浮かべます。aは、個体、製品としての意味を形作るのです。
（＊絵を描いて説明したら分かり易いのですが。）

日本語では、数を意識しませんので、リンゴと言えば果物のリンゴを思い浮かべますが、
英語では、数を意識しますので、an appleと言わない限り、果物のリンゴの意味になりません。

別の例です：　③This is a coffee.　 
④This is coffee.   を考えましょう。

③は、一杯のコーヒー、となります。（尚、学校では、a cup of coffeeと習いますが、　
実際は、a coffeeでも良くなってます）
④は、（これは、コーヒー味やね）となります。

aが付いたら、その後の名詞（モノ）が独立した形を持ったり、或いは、１つ、１回という
区切りを持ちます。

ご参考までに、昼食を食べます＝I have lunch.ですが、
I have a lunch. となりますと、英語では（いつも食べている昼飯とは違う、
特別な昼食を食べている、）など、常とは異なる、と言う意味合いが出ます。

以上、aの意味合いをご案内いたしました。
学校では、a=１つの　と言う事しか教えませんが、
a=　「個体としての形を持つ、数えられる、他にも多くある中の１つ、１個、１つ、１回としての　

　区切り（限定）が出てくる」と言う意味があります。
もちろん、その意味合いは、発話状況により、特定されます。

では、aの応用例を課題にしましょう。
He is a KOIZUMI Junichiro. とはどういう意味でしょうか？
学校や塾では、固有名詞は数えられないし、aは付かないという教え方をするところが多い様です。
それは間違いです。
上の文の意味は、【彼は、小泉さんによく似ている、そっくりだ。】
或いは、【彼は、第２の小泉さんだ】と言う意味です。
a　が付けば、その後ろのモノは数えられると言う事ですので、
小泉さんの様な人だ、という事です。

I would like to be a Miyamoto Musashi. と言えば、
【現代の武蔵になりたい】と言う意味ですね。

【僕は、よく野球をします】、と言う場合は、I play baseball.　です。
これは文法的にも正しい文です。

では、I play a baseball. とすれば、どんな意味でしょうか？　この文は、学校・塾では、
文法の規則にないとして、不正解の文になりますが、これもキチンとした意味合いがあります。
間違いの文章ではありません。

つまり、a baseball　と言えば、野球の１種、と言う事です。例えば、特殊な形態の
野球（３角ベース）やあるいは、特殊な作戦の野球（巨人の様に
４番打者級を揃えた打線の野球）となります。

I do a judo.となれば、例えば、【末次流柔道】とか【田中流の柔道】をしている、となります。
また、I practice 3 judos.となれば、【３つの流派の柔道を嗜んでます】となります。

さて、学校や塾では、文法の授業で、【数えられる名詞】【数えられない名詞】と学習しました。
例えば、【数えられる名詞】とは、cat， table， penなど
明確な形を持ったモノ等です。【数えられない名詞】とは、information（インフォメーション），
water， milkなど　物質や抽象的なモノです。と言う事を学校や塾では学習します。

が、実際はそうでありません。この事を以下にご紹介します。文法の規則は、
話し手の気持ちの問題です。つまり、【文法は心の動き】だと思います。

さて、学校では、【数えられない名詞】と【数えられる名詞】を学習しました。
【数えられない名詞】では、water，milk，coffee， information， furniture(家具一式) 
paperなどがあります。【数えられない名詞】とは、aが付かない名詞ですね。

私が中学、高校生の頃は、water，milk， coffeeを１杯、２杯と言うときは、a glass of water， 
a cup of coffee などの様に言う、と習いました。 paperの場合は、a piece of paper（一枚の紙）
という、と学校で習いました。これは、勿論、正しいのですが、現在、実用英語では、特に、
飲み物（coffee，waterなど）については、一杯のコーヒーは、a coffee，また、

お水３杯は、three watersなどと言えます。これは決して間違いではありません。
a coffeeとなりますと、コーヒーという飲み物の意味が、１つの、１杯のコーヒーとして、
限定されます。飲み物については、a cup of coffee　といってたものが、a coffeeという様に
言える様になりました。


ところが、information、furniture などは、an information， a furnitureと言う外国人も
いますし、a piece of information，a piece of furniture，という外国人もいらっしゃいます。
後者の方が昔からの言い方ですが、時代の流れとともにこれもいずれは、an information
a furnitureで全く正しい、という日が来るかも知れません。

と言う事で、以上、aの説明をしました。もう一度、まとめますと、
名詞（モノ）に　aが付きますと、

a ＝　①  1つの、と言う意味。（one）と同じ。
  ②  １つの、と言う事は、その名詞（モノ）は数えられる。
　③　数えられる、と言う事は、同じ（様な）モノが他にもある、と言う事です。
Ⅲ　冠詞　the について

次に、theの説明に入ります。例文をご覧下さい：

That is the sun. （あれは太陽です）
That is a sun.　　(あれは、恒星です)　：各々既述の意味です。

上の例は、なぜ、この様に意味が違うか？
そして、次の　I have a book.
I have the book.　は、どんな意味か等をご説明しましょう。
THE は、【皆が、或いは、話しの当事者同志が知っている】という意味です。
**the については、これが根本にあります。

例えば、昨日、田中さんと佐藤さんが、新しく出版された英語の辞書の事を
話していて、今日、田中さんが、佐藤さんに"I bought the dictionary this morning."と言えば、
【昨日話してた辞書を、今朝、買ったよ】the dictionary とは、この場合、当事者同士が
判っている、【例の辞書】と言う意味になります。
もし、ここで、"I bought the dictionary this morning."でなく、
"I bought a dictionary this morning."と言えば、
【昨日話していた辞書】でなくて、【（昨日の話題とは）別の辞書】となります。

さて、上述の例文ですが：
That is the sun（あれは太陽です）
That is a sun(あれは、恒星です)

sunやmoonは、数えられる名詞です。一度、辞書にてご確認下さい。
sun / moonにtheが付けば、みんなが知っている、輝く星：つまり、太陽や月という
意味になります。太陽は、自ら燃えて光りを出しておりますね。
これは、夜空に輝く星は、皆そうなのです。月は、太陽光を反射して光ってますが
夜空の星は、自分で燃えて光りを出しております。ですから、見えるのですが、こうした星は
全てsunになります。a sunとは恒星のことですし、a moonとは、衛星になります。
Jupitar has 12 moons:木星は衛星が１２個あります、となります。
the moonは、地球唯一の衛星ですね。英語を勉強すると理科など他の事も判るときがあります。

★次の例：
I have a book.　→「本を持っています。」
I have the book.→「例の本を持っています。」となります。
the bookは、状況によっては色々と意味が発生しますが、
＜いずれにしても、当事者間が知っている、或いは、判る本＞となります。

例えば、I have the book:
＊君が買いたがってる本を持っているよ。
＊今話題の本を持っているよ。
＊田中さんの新著だけど、持っているよ、などなど状況により
色々と意味が含まれます。
theというのは、皆が知っている・当事者同士が知っている、という暗黙の了解なのです。
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★ここで、最初の例文に却って：

the sun =　地球が回っている太陽のことですね。
a sun＝恒星のことですね。

theが付けば、（みんなが知っている）という意味です。

では、会話の中でどの様に使うのでしょうか？
★　状況：本の事を初めて話題にする場合：

田中さん：『昨日、ある本を買ったんだ』
トムさん：『どんな本？』
田中さん：『ソニーの社長が書いた本だけどね』
→ Tanaka: I bought a book yesterday.
   Tom : What book did you buy ?
   Tanaka : The book was written by the president of Sony.

＊＊ある本の話題を初めて口にする場合は、a book となります。
　　そして、この a book の事を、続けて話題にする場合は、a bookの事が
　　既に相手に判っておりますので、the bookとなります。
　　３行目の田中さんのセリフ：
　　The book was written by the president of Sony.　で
　　the bookというのは、昨日買った本と言う事ですね。
　　此処で、もし、間違って、a bookといえば、昨日買った本のことでなくて、
また、別の本のことを話題にしている事になります。
最初に、a bookと出てきて、それ以後、この本の話題が続く（続ける）場合は、the book　となります。

＊＊ソニーの社長と言う場合ですが、これは通例、the president of Sony と言います。
　　この場合は、ソニーの社長が１人しかいない事を示します。或いは、
ソニーの社長が有名で、誰もが（例えば、田中さんやとトムさんが）知っている、
というニュアンスになります。
＊＊the presidentでなくて、a presidentとなりますと：
　　The book was written by a president of Sony.
　　ソニーには、複数の社長がいて、その内の１人が書いたと言う事になります。

the には、誰も（当事者全員）が、知っている、判っていると言う意味、と
唯一のモノ、人、と言う意味があります。

★

In Japan，English is not the language but a language. 
と言う文はお判りでしょうか？
【日本では、英語は母国語でなくて、外国語の１つにすぎません】となります。

上の言い方の場合、the languageは、唯一、みんなが知っている言語、という意味ですね。

the と　a　の対照で英語を言えば、リズムのある、通じる英語になります。

★　応用例　★

国際的なパーティでは、皆さん夫婦同伴でおいで場合がありますね。
その際、奥さんが、旦那さんの友人や上司ご夫妻等に、
Hello， I am a wife of Tanaka.と言いましたらどんな意味になるでしょうか？

【こんにちわ。田中の愛人で御座います】となってしまいますね。
この間違いはよくある様です。しかし、大変な事になります。
此処では、I am the wife of Tanaka.でないといけませんね。

これを逆に応用して：Tanaka has wives.となれば、
（wives= wifeの複数形です）

田中さんは浮気をしている、別口がいる、と言う様な意味になります。
以上、お判りでしょうか？theの意味をよくお考え下さい。
★今回は、a と　the　のまとめをします。
次の３つの文の意味は判りますか？
This is coffee. ＝　これはコーヒー風味やね。
This is a coffee.　＝　一杯のコーヒーです。
This is the coffee.＝　昨日テレビで言ってたコーヒーです。
　　　　　　　　　　　　　または、昨日、俺が言ってたコーヒーなど、
　　　　　　　　　　　　　状況によって、色々と意味合いがありますが、
　　　　　　　　　　　　　【ある特定のコーヒー】と言う意味ですね。


★では、次は如何でしょう？
Ms.Tanaka has class.　　 ＝彼女は品がある。
Ms. Tanaka has a class.　＝彼女は、いつもの授業があります。
Ms. Tanaka has the class.＝彼女は、参観授業があります、
　　　　　　 (*何らかの特別な授業、或いは、関係者がみんな知っている授業と言う意味です。)
　　　　　　　★具体的な意味合いは状況により異なります。


classは、a class となれば、数えられる単位（区切りのある単位）になりますので
学級とか、授業と言う意味です。
classだけでしたら、上流社会、上品さと言う意味です。この
むき出しのclassは数える対象でありません。
【上品さ・上流社会】は、抽象的な意味合いですから数えられなくなります。

★では問題を出しましょう。
★ （この仕事を、今週中にやりなさい。）を表わすのは、どれでしょうか？
－1. Do this work within the week.
－2. Do this work within a week.


皆さん、お判りになられますでしょうか？
『今週中』と言う意味合いでしたら、the week になります。
the　というのは、話しの当事者が皆、知っている週になります。
それは、その時の週を指します。ですので、
上の発話状況の場合は、the week　が　（今週）と言う意味になります。

では、次の例を見てみましょう。

KEN：『８月の第４週目に、生徒の皆さんとビール大会をします』
トム：『その週は、予定がないから、僕も行くよ』

これを英語にしますと:
KEN: " I am going to hold a beer party with my pupils some time in the fourth week of the 
 August."
TOM: " Are you ? I want to join the party. I will be free in the week."

トムのセリフで、the week　とありますが、これは、今週と言う意味でなくて、
８月の第４週を指してますね。お判りでしょうか？theというのは、状況に応じて
意味する内容が変わりますね。

仮に、パーティが、１０月の第１週という状況でthe week　と言えば、この場合の the week　は、
１０月の第１週になりますね。

言葉と状況は表裏一体ですので、これをお忘れのなき様にされて下さい。
学校や塾の英語授業で、看過されている点がこの『言葉と状況・状況を踏まえての言葉使い』です。
★私は、通訳者の端くれでありますが、通訳・翻訳者は状況を把握して言葉を捉えます。
言葉そのものの意味よりも周囲の状況や情報を重視しなければなりません、
日本語を英語にする場合も、話しの流れに乗せて訳します。この様な立場から英語を
練習されますと英語での伝達力も上がると存じます。

Ⅳ　練習問題

the / aについて、長々と解説をしておりますが、再度、確認のために問題を出しましょう。

①　今日は、取引先の人と昼食のAさん。接待費で落とすことにして、スペシャルランチを
満喫した。このAさんの事を英語で言うには？
－1.　He had special lunch.
－2.　He had a special lunch.
－3.　He had lunch.

② 野球が好きなAさん。彼の好みを言うとすれば？
－1.　My favorite game is baseball.
－2.　My favorite game is a baseball.
－3.　My favorite game is the baseball.
③追加：では、本式の野球でなくて、子供の時によくした三角ベース（ミニ野球）が好きな場合は、　

　上の内のどれ？？

④中小企業経営者のAさん。昼食から事務所に戻ると、
「社長、先程、朝お見えになったアルバイト希望の女性からお電話がありました」との伝言。
－1.　A girl phoned you just now.
－2.　The girl phoned you just now.

⑤　通訳の田中さんは、娘さんが通う学校のPTA役員。今日は会合があるとかで、
　　支度をしてます。『今日は、PTAの会合で学校に行きます』を英語にすると、
　　次の内どれ？？
-１Today， I will go to the school.
-2 Today， I will go to a school.
-3 Today， I will go to school.
　　
⑥　清水の次郎長は、『男伊達・男の中の男』で知られてます。
　　これを英語にすると、次の内のどれ？？
-1 Jirocho is a man.
-2 Jirocho is A man.
-3 Jirocho is THE MAN.
-4 Jrocho IS the man.

上記問題の解答は、後述します。

Ⅴ　冠詞の使い方の実例

今回は、実例を挙げて説明をします：

①

下記は、あるアメリカの女の子が雑誌に送った相談の手紙です。

"Dear Betty，

I tried out for the lead in the school play，---①
but I didn’t get the part.------②
I got a smaller part.----------③
The part only has fourteen (14) line ---④
I feel very disappointed. "---⑤

訳は下記の通りです：
『私は、学校のお芝居で、主役をとろうと
　頑張ったのですが、主役になれませんでした。
　貰ったのは、端（チョイ）役で、セリフはたった１４行しかないの。がっかりだわ。』

* try out for--：「～を勝ち取ろうと頑張る」、と言う事です。
★さて、
★①の　try out for the lead in the school play.の
the leadは、主役、と言う意味です。なぜなら、お芝居での主役は、通例１人しか
いませんので、the lead　が正しい言い方です。

＊＊＜theは、当事者が　既に知っており、判っているものを指します。同時に、
唯一これしかない、と言うモノにもtheを付ける場合が多いですね。＞

もし、the leadでなくて、この部分を a lead　といえば＜主役が数人存在するお芝居で、
それになれなかった＞という事です。

★②　I did not get the part.は、先に出たthe leadの事を指しております。
その役＝主役と言う事です。

★次に、③の　I got a smaller part.ですが、＜小さい役を貰った＞、と言う事ですが、
a partとなりますので、色々ある端役の中の１つを貰ったと言う意味になります

★その次の④の　the partは、この端役の事を指します。
　最初に、発言された事を、すぐにまた、発言する場合は、the をつけます。

★上の手紙にある様に、
②のthe part と　④のthe partは意味が違いますね。
②と④のthe partは各々その前の単語を受けて、②のthe partは、主役と言う意味ですし。
④のthe partは、端役の事です。
Ⅵ　練習問題の解答


さて、以下に、Ⅳ練習問題の解答の解答をお送りします：

→the / aについて、長期に亘り解説をしておりますが、
　　再度、確認のために問題を出しましょう。

①　今日は、取引先の人と昼食のAさん。接待費で落とすことにして、
　　　スペシャルランチを満喫した。このAさんの事を英語で言うには？
－1.　He had special lunch.　　　　（意味になりません）
－2.　He had a special lunch.　　（＝昨日は豪勢な昼食を取りました）
－3.　He had lunch.　　　　　　 （＝昨日も、いつもの昼食を取りました）

正解は、（２）です。A　さんは、今日、特別な昼食を
とりました。今日１回限りの、豪勢な昼食でありますので、
普段の昼食とは異なり、今日だけという区切りが生じます。
このときは、a が付きます。
　＊ー３は、『いつもの様に昼食を食べた』と言う意味です。

②　 野球が好きなAさん。彼の好みを言うとすれば？
－1.　My favorite game is baseball.　　（＝僕は野球が好きなんだ）
－2.　My favorite game is a baseball.　　（＝僕は、３角ベースが好きなんだ）
－3.　My favorite game is the baseball.　（＝僕は、ID野球が好きなんだ）

③追加：では、本式の野球でなくて、子供の時によくした三角ベース（ミニ野球）が
好きな場合は、上の内のどれ？？

正解は、（-1）です。（-１）の文は、普通の、通常の野球が好きだと言う事です。
（-２）は、野球の一種と言う事ですから、例えば、３角ベースとか、
 そうした特殊な形態の野球になります。

(-3)は、状況により意味が決定しますが、
例えば、【巨人の様に、４番クラスの打者を揃えたホームラン打線の野球】とか、
【野村監督のID野球】と言う意味です。意味合いは、発話状況に異なります。


④中小企業経営者のAさん。昼食から事務所に戻ると、「社長、先程、
　朝お見えになった、アルバイト希望の女性からお電話がありました」との伝言。
　　この伝言を表わすとすれば、　次の内どれ？
－1.　A girl phoned you just now.　（＝どなたか判らないんですが、女性からお電話ありました）
－2.　The girl phoned you just now.（＝先程の方からお電話ありました）

★正解は、（－２）です。社長も、事務員も知っている女性と言う事ですので、
　the girl　となります。

⑤　通訳の田中さんは、娘さんが通う学校のPTA役員。
　　今日は会合があるとかで、支度をしてます。『今日は、PTAの会合で学校に行きます』を
　　英語にすると、 次の内どれ？？
-１Today， I will go to the school.＝　今日は、会合に行ってくるよ
-2 Today， I will go to a school.　＝　今日は、学校を回ります
　　　　　　　　　　　　　　　 　（業者が営業で回る場合のセリフです）
-3 Today， I will go to school.＝今日は、学校に行くよ（生徒。児童のセリフ）

★正解は、（－１）です。
学校に行く、と言う言い方ですが、（子供が学校に行く）と言う場合は、
he goes to school.となります。go to school.は、学校に勉強をしに行く、という
学校の本来の目的を果たすために学校に行く場合は、go to school となります。
go to the school となりますと、勉強以外の目的で学校に行く、となります。
例えば、PTAの会合とか、教科書業者が教科書を納入しに行くとか、です。

　　
⑥　清水の次郎長は、『男伊達・男の中の男』で知られてます。
　　これを英語にすると、次の内のどれ？？
-1 Jirocho is a man.　　　　＝　次郎長は、１人の男です。
-2 Jirocho is A man.　　　　＝　次郎長も、男の１人です。
-3 Jirocho is THE MAN.　　＝　次郎長は、男の中の男です。（だれもが賛成する男の中の男です）
-4 Jrocho IS the man.　　　＝　世間の評価がどうであれ、次郎長はそれでも、男の中の男です。
　　　　　　　　　（-４の意味合いには、反対意見もある、と言う含みがあります。）
★正解は、（－３）です。
各々の訳を比較されて下さい。

Ⅶ　冠詞まとめ

以下に、THE & A のまとめを行います。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

◎　新聞の見出しより

昨年春、お客様のお供で、オーストラリアに初めて訪問致しました。
その際、飛行機で、現地の新聞を手にし、サッと一面を見ました。
その一面には、次の見出しが踊ってました。

見出し：　Cronje: I took the money 

私は、この見出しだけで、内容は把握できました。
Cronje（クローニュ）というのは、クリケットの選手で
有名な選手の様です。仮に、この選手に関して知識がなくとも、上の見出しは一目でわかります。


新聞の見出しは、内容が一目でわかる様になっておりますね。日本語でしたら、
『松井、逆転弾』だけで、試合がどうなったのか本文を読まなくても判りますね。

上の英語の見出しも、日本語の新聞と同じ様に、中身の記事をまとめて言っている感じがあります。

上の見出しは、『クローニュ：八百長しました』又は、『クローニュ：八百長認める』と言う意味になります。

→→→the moneyとあります。
theというのは、関係者、当事者が知っている事をさします。
これは、新聞ですので、読者（世間）の方が皆、知っているお金となります。
（＝以前から話題になっているお金）ですね。
tookというのは、takeの過去形ですが、takeの意味は受け取ると言う事ですね、つまり、
『問題の、例のお金を受け取ったんだ』となります。
新聞で、話題、問題になるお金とは、大体、賄賂ですね。
見出しになるくらいですので、賄賂などの汚いお金に特定されます。

theの意味をしっかり把握しておりましたら、上の見出しは一目でわかります。

例えば、小泉首相が過日、靖国神社に参拝しましたが、これを見出し風に書こうとすれば、
PM. Koizumi got to the shrine. となるでしょう。

PM= prime minister=　総理大臣の事です
shrine=神社の事です
the shrine＝theが付いていることから、
　　　　　　　　話題の、みんなが知っている神社のことですね
　　　　　　　　この場合は、靖国神社となります。

ご不明な点は、何でもご質問して下さいませ。お答えします。
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